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NHK放送技術研究所（技研）では、人の個性や生活環境の違いによらず、すべての視聴者に、適切な方法

とタイミングで必要な情報・コンテンツを届ける、「人を中心としたメディア」の実現に向けて、Webベース放

送メディアのプロトタイプを開発しました。Webベース放送メディアは、「人」「環境」「コンテンツ」それぞれを

表すデータをWeb標準技術で連携させることで、視聴者の嗜好や状況に応じてアプリケーションや配信元

を制御する新しいコンセプトの技術プラットフォームです(図１)。このプロトタイプ開発により、民放、テレビ

などの機器メーカー、Webブラウザー開発会社、番組データ関連事業者、通信事業者等と協力し、新しい放

送サービスの実現に向けた技術検証を開始しました。 

図１ Webベース放送の概念図 

Webベース放送メディアのプロトタイプは、「人」「環境」「コンテンツ」のデータを参照・処理することで、場

面や目的に応じた方法でコンテンツを届ける視聴アプリケーションと、その動作を支えるデータ連携・処理技

術や動画配信技術（クラウドネイティブ配信基盤技術）で構成されます（図２）。  

【視聴アプリケーション技術】 

◎ 視聴アプリケーションでは、デバイスの機能や受信環境に応じたコンテンツの取得先を自動で決定する

「コンテンツ発見技術」を用いて、放送とネットで提供されるコンテンツを視聴デバイスの違いによらず簡

単に視聴できるようにします。開発したプロトタイプには今回暫定仕様として策定したコンテンツ発見メ
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タデータ（コンテンツの詳細情報と提供情報を表すデータ）を用いて、デバイスごとに放送・ネット上の適

切なコンテンツを自動選択するアプリケーションを実装しました。 

【コンテンツとデータの連携・処理技術】 

◎ 放送局のコンテンツを視聴者に適した形で安全・安心に届けるためのデータ連携・処理技術として、ユー

ザーの興味や関心を広げるために、コンテンツに含まれる知識情報に基づいて関連する別のコンテンツ

と連携させるナレッジグラフや、個人のプライバシーを保護しつつ、個人に適したさまざまなサービスを

実現するためのパーソナルデータストア（ＰＤＳ）活用技術、コンテンツの信頼性を担保するための来歴情

報提示技術も導入しました。

【クラウドネイティブ配信基盤技術】 

◎ 動画サービスを拡張する仕組みとして、リアルタイム映像や収録映像などをクラウド上に集約し、それら

を視聴者の好みや視聴場所などに応じて組み合わせて配信する技術や、必要な情報を素早く確実に届

けるための低遅延配信技術のプロトタイプを実装しました。

この技術は、6月１日（木）～４日（日）に開催する「技研公開２０２３」で展示します。なお、本技術検証の研

究成果を通して、W3C （World Wide Web Consortium ） 、C2PA(Coalition for Content 

Provenance and Authenticity)、(一社)IPTVフォーラムなど、国内外の各技術に関連した標準化団

体に寄与していく予定です。 

図２ Webベース放送プロトタイプの構成 


